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大
阪
・
関
西
万
博

―

勇
壮
に
舞
う
石
見
神
楽―

益
田
市
は
、
翌
日
の
８
月
１
日
に
、
姉

妹
都
市
で
あ
る
大
阪
府
高
槻
市
に
て
、
大

阪
・
関
西
万
博
出
演
記
念
、
益
田
市
高
槻

市
姉
妹
都
市
交
流
特
別
公
演
「
石
見
神

楽
」
を
上
演
し
ま
す
。

良
縁
や
安
産
、
豊
作
や
豊
漁
を
祈
願
す

る
お
祭
り
の
、
地
域
に
お
け
る
表
現
の
違

い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
特
別
な
ス

テ
ー
ジ
で
す
。

地
域
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
的
な

お
祭
り
が
万
博
の
舞
台
で
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
、
舞
を
通
じ
た
お
祭
り
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
お
届
け
し
ま
す
。

石
見
神
楽
は
、
一
九
七
〇
年
の
日
本

万
国
博
覧
会
「
大
阪
万
博
」
に
お
い
て
、

「
石
見
神
楽
・
大
蛇
退
治
」
と
し
て
、

は
じ
め
て
13
頭
も
の
大
蛇
を
登
場
さ
せ
、

観
客
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
、

日
本
を
代
表
す
る
民
族
芸
能
と
し
て
知

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
国
内
外
の
公
演

も
数
多
く
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

二
〇
二
五
年
日
本
国
際
博
覧
会
「
大

阪
・
関
西
万
博
」
で
は
、
浜
田
市
と
益

田
市
が
石
見
神
楽
を
上
演
し
ま
す
。

浜
田
市
は
、
６
月
19
、
20
日
に
万
博

の
開
会
式
も
行
わ
れ
た
メ
イ
ン
会
場
Ｅ

Ｘ
Ｐ
Ｏ
ホ
ー
ル
「
シ
ャ
イ
ン
ハ
ッ
ト
」

に
て
、
浜
田
市
石
見
神
楽
の
単
独
公
演

「
Ｉ
Ｗ
Ａ
Ｍ
Ｉ

Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｕ
Ｒ
Ａ

Ｈ
Ｅ

Ｒ
Ｏ
Ｅ
Ｓ
」
と
題
し
た
公
演
を
行
い
ま

す
。
55
年
ぶ
り
と
な
る
万
博
で
、
大
蛇

55
頭
、
総
勢
一
五
〇
名
が
出
演
し
、
万

博
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

演
出
に
は
、
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
の
振
付
や

ラ
イ
ブ
の
演
出
も
手
掛
け
て
い
る
株
式

会
社
Ｌ
Ｄ
Ｈ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
所
属
の
Ｐ

Ａ
Ｔ
Ｏ
氏
を
迎
え
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
や
音
と
光
の
演
出
で
、

世
界
に
向
け
て
石
見
神
楽
の
魅
力
を
発

信
し
ま
す
。

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
メ
ッ
セ
「
Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
」

南
で
行
わ
れ
る
ロ
ー
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
展

は
、
全
国
か
ら
集
結
し
た
東
北
か
ら
沖

縄
ま
で
43
地
域
が
、
地
域
や
文
化
、
世

代
を
超
え
て
共
創
す
る
催
事
で
す
。

世
界
に
誇
る
古
か
ら
最
先
端
な
技
術

や
伝
統
文
化
、
音
楽
、
食
、
健
康
、
自

然
な
ど
を
テ
ー
マ
に
届
け
ま
す
。

７
月
29
～
31
日
は
、
浜
田
市
が
、

「
人
々
の
く
ら
し
と
と
も
に
舞
い
続
け

ら
れ
て
き
た
神
楽
と
職
人
の
技
」
を
企

画
と
し
て
、
宮
崎
県
（
西
都
市
・
木
城

町
・
西
米
良
村
）
の
「
米
良
の
神
楽
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
、
子
ど
も
石

見
神
楽
を
上
演
し
ま
す
。

７
月
30
、
31
日
は
、
益
田
市
が
、
「
お

祭
り
的
多
文
化
交
流
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

大
阪
府
泉
佐
野
市
の
「
ま
く
ら
ま
つ
り
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。

大阪・関西万博出演記念
益田市高槻市姉妹都市交流特別公演

EXPO2025大阪・関西万博特別公演
（浜田市）

隠岐の島町 しゃくなげ



【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
大
阪
事
務
所

観
光
移
住
ス
タ
ッ
フ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
３
６
４―

３
６
０
５

大
阪
・
関
西
万
博

―

ブ
ル
ー
仁
王
の
展
示―

オ
ラ
ン
ダ
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
奥
出
雲
町
の

間
に
“
絆
”
が
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
？

実
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
国
立
美
術
館
に
は
、

奥
出
雲
町
岩
屋
寺
に
あ
っ
た
仁
王
像
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
仁
王
像
は
、
14
世
紀
に
制
作
さ
れ
た
も
の

で
、
か
つ
て
は
岩
屋
寺
の
仁
王
門
に
安
置
さ
れ
、

地
域
の
人
々
か
ら
「
村
の
宝
」
と
し
て
親
し
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
寺
院
の
廃
寺
に
伴
っ
て
京
都
の
古
美

術
商
の
手
に
渡
り
、
二
〇
〇
七
年
に
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
国
立
美
術
館
が
購
入
。
二
〇
〇
八
年
に
オ
ラ

ン
ダ
に
渡
り
、
二
〇
一
三
年
か
ら
同
館
の
ア
ジ
ア

館
に
て
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仁
王
像
を
「
奥
出
雲
町
へ
戻
し
て
あ
げ
た

い
」
と
い
う
想
い
を
抱
い
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
芸
術

家
イ
エ
ッ
ケ
・
フ
ァ
ン
・
ロ
ー
ン
さ
ん
の
発
案
に

よ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
の
伝
統
工
芸
「
デ
ル
フ
ト
ブ

ル
ー
タ
イ
ル
」
で
仁
王
像
を
再
現
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

イ
ェ
ッ
ケ
さ
ん
は
仁
王
像
を
初
め
て
見
た
と
き
、

そ
の
迫
力
と
精
神
性
に
感
銘
を
受
け
る
一
方
で
、

美
術
館
の
中
に
静
か
に
佇
む
姿
が
、
本
来
の
守
護

と
い
う
役
割
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
た
と
い
い
ま
す
。

そ
の
後
、
実
際
に
仁
王
門
を
訪
れ
、
地
域
の

方
々
が
仁
王
像
の
不
在
に
今
も
寂
し
さ
を
感
じ

て
い
る
こ
と
を
知
り
、
「
像
を
物
理
的
に
戻
す

こ
と
は
で
き
な
く
て
も
、
そ
の
魂
だ
け
で
も
返

し
た
い
」
と
い
う
想
い
か
ら
、
こ
の
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
原
寸
大
の
下
絵
を
細

か
く
切
り
分
け
、
青
色
の
顔
料
で
タ
イ
ル
に
描

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市

民
・
奥
出
雲
町
の
町
民
の
皆
さ
ん
約
四
〇
〇
人

が
参
加
し
、
実
施
し
ま
し
た
。

 

完
成
し
た
「
ブ
ル
ー
仁
王
」
は
、
二
〇
二
五

年
大
阪
・
関
西
万
博
の
オ
ラ
ン
ダ
パ
ビ
リ
オ
ン

に
、
10
月
１
日
か
ら
数
日
間
、
展
示
さ
れ
る
予

定
で
す
。

さ
ら
に
、
10
月
１
日
に
は
、
奥
出
雲
町
立
横

田
中
学
校
の
生
徒
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

開
催
さ
れ
、
生
徒
が
奥
出
雲
町
の
地
域
の
紹
介

や
地
域
か
ら
得
た
学
び
に
つ
い
て
発
表
さ
れ
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

デルフトタイル仁王像



「
大
阪
・
関
西
万
博
」
は
、
大
阪
湾
に
浮

か
ぶ
人
口
島
・
夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）
を
舞
台

と
し
て
、
２
０
２
５
年
４
月
13
日
（
日
）
か

ら
10
月
13
日
（
月
）
ま
で
の
お
よ
そ
半
年
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
い
の
ち

輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ
と

し
て
、
海
外
か
ら
は
１
６
０
以
上
の
国
や
地

域
、
国
内
か
ら
は
多
く
の
企
業
や
自
治
体
が

参
加
し
、
国
内
外
へ
の
ア
イ
デ
ア
の
発
信
や

地
域
・
経
済
の
交
流
活
性
化
の
実
現
等
に
向

け
た
様
々
な
パ
ビ
リ
オ
ン
や
催
事
が
展
開
さ

れ
て
い
ま
す
。

万
博
会
場
に
は
多
く
の
人
と
注
目
が
集

ま
る
こ
と
か
ら
、
島
根
県
と
し
て
も
地
域

の
魅
力
を
国
内
外
へ
Ｐ
Ｒ
、
将
来
的
な
誘

客
を
図
る
機
会
に
な
る
と
捉
え
、
８
月
27

日
（
水
）
か
ら
31
日
（
日
）
に
か
け
て
、

「
ご
縁
も
、
美
肌
も
、
し
ま
ね
か
ら
。
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
催
事
を
行
う
予
定
で
す
。

（
催
事
会
場
は
東
ゲ
ー
ト
側
の
日
本
館
近

く
に
位
置
す
る
屋
内
展
示
場
「
ギ
ャ
ラ

リ
ー
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｔ
」
、
広
さ
約
３
０
０
㎡
）

島
根
県
の
催
事
で
は
、
県
内
３
つ
の
エ

リ
ア
（
隠
岐
・
出
雲
・
石
見
）
に
つ
い
て
、

文
化
や
伝
統
、
自
然
と
い
っ
た
切
り
口
か

ら
各
所
の
魅
力
を
伝
え
ま
す
。
出
雲
大
社

の
模
型
や
鷺
舞
の
衣
装
、
隠
岐
ユ
ネ
ス
コ

世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
の
紹
介
と
い
っ
た
展
示

物
の
ほ
か
、
島
根
県
立
美
術
館
に
よ
る
葛

飾
北
斎
ペ
ー
パ
ー
バ
ッ
ク
作
り
、
石
見
銀

山
や
隠
岐
の
自
然
を
体
感
で
き
る
Ｖ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
、
石
見
神
楽
の
ミ
ニ
公
演
と

い
っ
た
体
験
コ
ン
テ
ン
ツ
等
を
ご
用
意
し
、

島
根
が
持
つ
多
様
な
魅
力
に
触
れ
て
い
た

だ
き
、
来
県
の
動
機
付
け
と
な
る
よ
う
な

催
事
を
目
指
し
ま
す
。

特
設
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広

告
の
実
施
、
大
阪―

島
根
間
を
片
道
２
０
０
０

円
で
利
用
で
き
る
高
速
バ
ス
割
引
の
実
施
等
の

誘
客
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
も
展
開
し
て
い
ま
す
。

万
博
会
場
で
の
催
事
と
併
せ
て
、
「
旅
の
目
的

地
」
と
し
て
島
根
が
選
ば
れ
る
た
め
の
取
組
を

継
続
し
て
参
り
ま
す
。

大

阪

・

関

西

万

博

に

お

け

る

島

根

県

の

出

展

内

容

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県

商
工
労
働
部

観
光
振
興
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
２―

２
２―

６
７
５
６

ま
た
、
関
西
地
域
に
訪
れ
て
い
る
外
国

人
観
光
客
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
、
観
光

案
内
所
や
宿
泊
施
設
で
の
Ｐ
Ｒ
、
多
言
語

島根県の催事イメージ

外国人向け誘客プロモーション



４
月
よ
り
大
阪
夢
洲
で
開
催
さ
れ
て
い
る
２
０

２
５
年
日
本
国
際
博
覧
会
（
以
下
、
大
阪
・
関
西

万
博
）
で
す
が
、
立
ち
並
ぶ
国
際
パ
ビ
リ
オ
ン
の

中
で
も
勇
壮
な
木
材
の
林
立
し
た
姿
で
目
を
引
く

の
が
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン
で
す
。

パ
ビ
リ
オ
ン
の
テ
ー
マ
は
「
知
識
の
庭
：
未
来

社
会
の
た
め
の
実
験
室
」
で
、
ド
イ
ツ
の
建
築
設

計
会
社
の
ア
ト
リ
エ
・
ブ
リ
ュ
ッ
ク
ナ
ー
が
デ
ザ

イ
ン
を
担
当
し
ま
し
た
。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
豊

か
な
文
化
遺
産
、
先
進
的
な
建
設
技
術
、
そ
し
て

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り
組
み
を
表
現
し
て
い
ま
す
。

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ヒ

ヴ
ァ
の
建
築
や
中
央
ア
ジ
ア
の
伝
統
的
な
護
符

「
ト
ゥ
マ
ー
ル
」
か
ら
着
想
を
得
た
デ
ザ
イ
ン

で
三
角
形
の
平
面
を
し
て
い
ま
す
。

屋
根
の
デ
ザ
イ
ン
に
は
約
３
０
０
本
の
木
材

が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
島
根
県
を
は
じ
め
、
奈

良
県
、
鳥
取
県
な
ど
９
県
か
ら
集
め
ら
れ
ま
し

た
。
木
材
は
す
べ
て
日
本
の
固
有
種
で
あ
る
ス

ギ
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

木
材
に
は
ト
ラ
ッ
カ
ー
が
付
け
ら
れ
て
お
り
、

来
場
者
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て
、
ど
こ

で
伐
採
さ
れ
た
木
材
な
の
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
木

の
産
地
を
追
跡
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
世
界
的
に
木
材
の

合
法
性
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
の
中
で
、
ウ
ズ

ベ
キ
ス
タ
ン
の
精
神
性
、
先
進
性
、
道
徳
的
価

値
観
を
示
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
人
の
精
神
と
し
て
、
木
材
な
ど
の
自
然

万
物
に
は
神
が
宿
る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
言
い
換
え
れ
ば
木
々
の
命
の
記
録
を
残

し
て
い
る
と
も
い
え
ま
す
。

日
本
創
生
を
描
い
た
神
話
の
地
と
し
て
、

神
々
の
国
と
呼
ば
れ
る
島
根
県
か
ら
納
め
ら
れ

た
木
材
は
、
ひ
と
き
わ
日
本
や
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ

ン
の
精
神
性
に
近
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

近
畿
県
人
会
の
皆
様
も
ぜ
ひ
期
間
中
に

２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
に
ご
来
場
の

う
え
、
そ
の
中
で
島
根
県
の
木
を
見
つ
け

て
い
た
だ
き
、
故
郷
の
地
へ
思
い
を
馳
せ

て
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

２
０
２
５
大
阪
・
関
西
万
博
パ
ビ
リ
オ
ン
で
の
島
根
県
産
木
材
活
用

2025年大阪・関西万博ウズベキスタンパビリオン
（デザイン：アトリエ・ブリュックナー、提供：ACDF）

島根県内のスギ山林

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

島
根
県
大
阪
事
務
所

産
品
振
興
ス
タ
ッ
フ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
６―

６
３
６
４―

３
６
０
５



こ
ん
に
ち
は

吉
賀
町
ふ
る
さ
と
会
で
す
。

近
畿
地
方
で
活
動
さ
れ
る
市
町
村
人
会
の
ご
紹
介
で
す
。

第
40
回
は
「
吉
賀
町
ふ
る
さ
と
会
」
の
ご
紹
介
で
す
。

関
西
吉
賀
会
か
ら
ゆ
る
や
か
な
繋
が
り
へ

こ
れ
ま
で
関
西
吉
賀
会
と
し
て
、
活
動
を
し
て

き
た
会
で
す
が
、
ゆ
る
や
か
な
繋
が
り
の
会
へ
と

変
え
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

≪

み
ん
な
で
楽
し
む
会
へ≫

令
和
５
年
11
月
11
日
に
大
阪
市
で
開
催
し
た
、

関
西
吉
賀
会
臨
時
役
員
会
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で

の
会
長
、
副
会
長
な
ど
の
役
員
を
お
く
組
織
構
成

を
や
め
、
「
集
い
」
を
年
１
回
開
催
す
る
と
い
う
、

楽
し
さ
を
中
心
と
し
た
会
と
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

名
称
も
「
吉
賀
町
ふ
る
さ
と
会
」
と

し
、
会
の
内
容
も
、
久
し
ぶ
り
に
再
会

し
た
友
人
、
知
人
と
の
会
話
や
、
吉
賀

町
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
も
の
と
し
ま
し
た
。

「
吉
賀
町
ふ
る
さ
と
会
の
集
い
」
と

し
て
の
第
１
回
目
と
な
っ
た
令
和
６
年

度
は
、
会
の
開
始
ま
で
吉
賀
町
の
空
撮

動
画
を
見
て
い
た
だ
き
、
懐
か
し
い
ふ

る
さ
と
の
情
景
を
思
い
出
し
て
い
た
だ

く
時
間
と
し
ま
し
た
。

集
い
の
途
中
で
は
プ
チ
ク
イ
ズ
タ
イ

ム
と
し
て
、
吉
賀
町
の
「
方
言
か
る
た
」

を
使
い
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
方
言
と

共
に
、
昔
を
思
い
出
し
て
も
ら
う
時
間

に
し
ま
し
た
。
か
る
た
の
中
に
は
す
ぐ

答
え
が
分
か
る
も
の
か
ら
、
答
え
が
最

後
ま
で
分
か
ら
な
い
方
言
な
ど
も
あ
り
、

考
え
な
が
ら
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

会
の
開
催
自
体
が
久
し
ぶ
り
で
あ
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん

の
楽
し
そ
う
な
会
話
と
、
笑
顔
が
い
っ

ぱ
い
の
「
集
い
」
の
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

≪

こ
れ
か
ら≫

近
畿
方
面
に
は
、
吉
賀
町
出
身
の
方
も
多
く
お

ら
れ
ま
す
。
こ
の
「
集
い
」
の
場
が
、
多
世
代
の

人
た
ち
が
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
会
に

な
れ
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
内

容
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
吉
賀
町
出
身
者
や
吉

賀
町
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
人
た
ち
が
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
る
よ
う
な
「
集
い
」
を
開
催
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

吉
賀
町
企
画
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
８
５
６―

７
７―

１
４
３
７

吉賀町ふるさと会の集い

吉賀町の「方言かるた」



【
近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閉
鎖

の
ご
案
内
】

近
畿
島
根
県
人
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

令
和
７
年
４
月
30
日
で
閉
鎖
い
た
し
ま

し
た
。

今
後
は
、
島
根
県
／
大
阪
事
務
所
／

県
人
会
の
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
異
動
の
連
絡
】

住
所
・
連
絡
先
等
に
変
更
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
近
畿
島
根
県
人
会
「
会
報
」
巻

末
の
『
異
動
通
知
連
絡
票
』
を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
記
載
事
項
に
誤
り
等
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

イ
ベ
ン
ト
開
催
報
告

島
根
県
大
阪
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

発行所 近畿島根県人会

大阪市北区西天満３－１３－１８ 島根ビル２Ｆ ＴＥＬ：０６－６３６４－３６０５ ＦＡＸ：０６－６３６４－３８５４

近
畿
島
根
県
人
会
事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

※

詳
細
は
、
大
阪
事
務
所
公
式
Ｘ
（
旧
ツ

イ
ッ
タ
ー
）
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
（
関

西
し
ま
ね
推
し
）
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
近
畿
島
根
県
人
会

会
員
募
集
】

お
知
り
合
い
の
方
で
当
県
人
会
に
ご

興
味
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
活
動
内

容
や
入
会
方
法
等
を
ご
説
明
し
ま
す
。

※

市
町
村
会
の
方
で
、
県
人
会
未
加

入
の
方
へ
、
ぜ
ひ
お
声
が
け
願
い
ま
す
。

【
空
楽
フ
ェ
ス
タ
】

就
航
地
で
あ
る
出
雲
市
、
益
田
市
、
隠

岐
の
島
町
か
ら
も
参
加
し
、
飲
食
や
物
販

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
県
ブ
ー
ス
で
は
、
お
楽
し
み
企

画
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

〔
日
時
〕
５
月
17
日
（
土
）
10
～
16
時

〔
場
所
〕
大
阪
国
際
空
港
（
伊
丹
空
港
）

４
階
展
望
デ
ッ
キ

北
タ
ー
ミ
ナ
ル

【
神
戸
ま
つ
り
】

お
ま
つ
り
広
場
に
て
、
島
根
県
の
美
味

し
い
も
の
を
販
売
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
５
月
18
日
（
日
）
11
～
16
時
半

〔
場
所
〕
三
宮
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
周
辺

お
ま
つ
り
広
場

ＯＡＰさくらまつり
2025年3月28日(金)～30日(日)

4月4日(金)～6日(日)
大阪アメニティパーク

プロバスケットボール試合
島根スサノオマジックVS
大阪エヴェッサ
2025年2月28日(金)3月1日(土)
おおきにアリーナ舞洲

ご当地キャラ博ＥＸＰＯ㏌りんくう
2025年4月12日(土）13日(日）
あさひ賃貸りんくうステージ
＆りんくうアイスパーク

各
種
イ
ベ
ン
ト
に
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。


